
4広報やまもと2024.11月号

山
元
町
指
定
文
化
財

「
大お

お

條え
だ

家け

茶ち
ゃ

室し
つ   

此し

君く
ん

亭て
い

」 修
復
完
了

　

大
條
家
茶
室 

此し

君く
ん

亭て
い

は
、
伊

達
家
28
代（
仙
台
藩
12
代
藩
主
） 

伊
達
斉な

り

邦く
に

が
重
臣
・
大
條
道み

ち

直な
お

に
与
え
た
茶
室
で
す
。
昭
和
７

（
１
９
３
２
）年
、
仙
台
支
倉
の
大

條
家
屋
敷
か
ら
現
在
地
〔
山
元
町

坂
元
字
舘
下
／
坂さ

か
も
と本
要よ

う
が
い害（
蓑み

の

首く
び

城じ
ょ
う）三
ノ
丸
跡
〕
に
移
築
さ
れ
現

在
に
至
り
ま
す
。

　
茶
室
創
建
時
の
姿
は
不
詳
で
す

が
、
建
築
様
式
や
建
物
に
使
用
さ

れ
た
柱
の
年
代
測
定
結
果
、
大
條

家
の
記
録
〔
天
保
３（
１
８
３
２
）

年
茶
室
拝
領
〕
か
ら
、
建
築
年
代

は
天
保
年
間（
江
戸
時
代
後
期
）と

推
定
さ
れ
ま
す
。
此
君
亭
の
名
は

鈴
木
省
三
著
『
仙
台
風
俗
志
』
に

残
る
記
載
に
よ
り
ま
す
。

　
茶
室
は
東
日
本
大
震
災
の
地
震

被
害
な
ど
に
よ
り
、
存
続
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
全

国
か
ら
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
の
温
か
い
ご
支
援
を
受

け
、
令
和
６
年
11
月
、
そ
の
修
復

が
無
事
完
了
し
ま
し
た
。

11
月
24
日
㈰
公
開
開
始
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特集　大條家茶室　此君亭

古
建
築
の
専
門
家
に
聞
く

大
條
家
茶
室
　

此
君
亭
の
歴
史
的
価
値

　
江
戸
時
代
に
お
い
て
茶
の
湯
は
社
交
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
し
た
。
仙
台
で
も
藩
祖
政
宗
は
清し

み
ず水

道ど
う
か
ん閑

を
京
都
よ
り
招
き
、

藩
の
茶
道
を
確
立
さ
せ
ま
し
た
。
歴
代
藩
主
は
茶
の
湯
に
造
詣
が
深

く
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
藩
士
も
茶
を
嗜た

し
な

む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、仙
台
藩
に
関
係
す
る
茶
室
と
し
て
は
旧
有ゆ

う

備び

館か
ん

の
茶
亭（
昭

和
50
年
代
に
建
替
え
）と
残ざ

ん
げ
つ
て
い

月
亭（
明
治
中
期
建
築
）が
知
ら
れ
る
の

み
で
す
。
大
條
家
茶
室 

此
君
亭
は
伝
来
経
緯
が
明
ら
か
な
江
戸
時

代
の
建
築
で
、
仙
台
藩
に
お
け
る
茶
の
湯
文
化
・
歴
史
を
今
に
伝
え

る
唯
一
の
遺
構
で
大
変
貴
重
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
町
民
の
皆
さ
ん
の

社
交
場
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

山形大学工学部
　建築・デザイン学科

   永
なが

井
い

 康
やす

雄
お

 教授　 1～2 修復後の茶室外観
東面（写真１）、南東面（写真２）

3～6 修復後の茶室内部
大條家茶室は三畳台目（写真４）、四
畳半（写真５）、十畳（写真６）の三室
で構成されます。水屋（写真３）は昭
和７年の移築時に追加されました。

�クラウドファンディングでは10,885,000円
のご寄付をいただきました（寄付者数延べ
565人）。
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特集　大條家茶室　此君亭

―
次
代
に
継
承
―

文
化
財
修
復
工
事
の
概
要

　
修
復
工
事
は
、修
理
箇
所
の
調
査
か
ら
着

手
し
ま
し
た
。襖
な
ど
の
建
具
を
取
り
外
し
、

土
壁・床
を
慎
重
に
解
体（
写
真
１
）。修
復
が

必
要
な
部
位
を
一
点
、一
点
特
定
・
記
録
し
、

修
復
方
法
を
決
定
し
ま
し
た（
写
真
２
）。「
あ

と
数
年
放
置
し
た
ら
、修
復
す
ら
で
き
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
た
か
も
。ぎ
り
ぎ
り
間
に

合
い
ま
し
た
ね
」修
復
を
担
当
し
た
専
門
の

大
工
さ
ん
が
語
り
ま
す
。現
在
の
場
所
に
茶

室
が
移
築
さ
れ
て
約
1
０
０
年
が
経
過
し

た
茶
室
、経
年
劣
化
に
伴
う
腐
朽
に
加
え
、度

重
な
る
地
震
被
害
な
ど
に
よ
り
、想
定
以
上

に
多
く
の
部
材
が
損
傷
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
部
材
の
修
復
に
当
た
っ
て
は
、建
物
の
文
化

財
的
価
値
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
、創
建
時

に
使
用
さ
れ
た
古
材
を
で
き
る
だ
け
残
し
、

腐
食
部
位
の
み
を
新
し
い
材
料
に
入
れ
替
え

る「
根
継
ぎ
」と
呼
ば
れ
る
工
法
を
用
い
ま
し

た（
写
真
４・5
）。交
換
し
た
新
材
に
は
修
理

年
号
を
示
し
た
焼
印
を
押
し
、次
代
の
修
理

の
た
め
の
履
歴
も
残
し
ま
し
た（
写
真
６
）。

ま
た
、「
屋
根
」と「
土
壁
」の
修
復
工
事
に
つ

い
て
、現
代
の
材
料
を
代
用
す
る
方
針
と
し
、

経
費
軽
減
も
図
り
ま
し
た（
写
真
７・
８
）。

　
茶
室
の
修
復
は
約
７
カ
月
の
期
間
を
要
し

ま
し
た
が
、
仙
台
藩
伊
達
家
ゆ
か
り
の
貴
重

な
文
化
財
建
造
物
は
、
文
化
的
活
動
が
で
き

る
機
能
を
備
え
た
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

1

4

5

7

8

1 土壁・床の解体作業
2 修復部位の確認・記録作業
3 基礎修理のため建物を30㎝ジャッキアップ
4 柱の根継ぎ作業　　5 礎石の形に合わせた土台木材の加工作業　　6 新材の焼印
7 屋根の修復状況（本来の杮葺きではなく、ガルバリウム鋼板を採用）
8 建物壁の修復状況（土壁でなく、壁面ボードを使用し土壁風の壁を採用）

茶室整備事業の総額：約１億１千万円（修復工事、トイレ・外構工事、工事監理、設計費）
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11
月
24
日
㈰
13
時
か
ら

　
　
　   

一
般
公
開
開
始

　
11
月
24
日
㈰
、13
時
か
ら
大
條
家
茶
室

此
君
亭
の
一
般
公
開
を
開
始
し
ま
す
。

　
公
開
初
日
は
、茶
室
内
部
の
見
学
や
町

職
員
に
よ
る
解
説
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

7 広報やまもと2024.11月号

特集　大條家茶室　此君亭

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
文
化
財
の
適
切
な
保

存
と
積
極
的
な
活
用
の
両
立
を
図
り
な
が

ら
、
多
く
の
方
々
が
身
近
に
文
化
財
に
親
し

み
、
そ
の
価
値
と
保
護
へ
の
理
解
が
深
ま
る

施
設
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

大條家茶室 此君亭　利用案内
所 在 地 山元町坂元字舘下119番地2
開 館 時 間 9：00～16：00
休 館 日 毎週月曜日

（祝日の場合は開館し翌日休館）
年末年始（12月28日～1月4日）
庭園の見学は常時可能

見 学 料 無料（茶室建物外から見学）
施 設 利 用 茶室の建物、庭園の利用が可能です。

※要予約
施設使用料 茶室建物：1時間1,000円

東側庭園：1時間 500円
西側庭園：1時間 500円

駐 車 場 第１駐車場（敷地内）４台
第２駐車場（旧坂元支所跡地）25台

ト イ レ 敷地内にあり
ア ク セ ス 鉄　道：JR坂元駅から徒歩15分

自動車：山元ICから15分
山元南SICから5分

※施設貸出は12月1日（日）から行います。
　詳しくは、生涯学習課までお問い合わせください。

大條家茶室 此君亭 
　　　 敷地案内図

問	

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
班

　
☎
36-

８
９
４
８




